
 
1．ミニバス
■検討に⾄
・現状、特に
るルールを採

・都道府県
ゴリー部会

 
■挿⼊でき
・都道府県
て、U12
⼊することが

【補⾜】 
※低年齢

リングの
実施して

  
2．ミニバス
(1) 全国ミ

ール競
   ➢ミニバ

道府
(2) ミニバス

⼊内容
混乱の

   ➢都道
実施

(3) ミニバス
および運

   ➢参加
運⽤

3

ミニバスケ

スケットボール
⾄る経緯 
に 6 年⽣を
採⽤している
より改めて採

会競技推進グ

きる項⽬と規則
県内で実施さ

世代プレーヤ
ができる。 

齢層や未経験
⾼さを下げる
てよい。 

スケットボール
ミニバスケット

競技規則に基
バスケットボー
府県または地
スケットボール
容を⼤会要項
のないよう⼗
道府県協会専
施を予定する
スケットボール
運⽤に⼗分

加チームの練習
⽤を実施しな

項⽬  

リングの⾼

ボールの⼤き

3 ポイントライ

ケットボー

ル競技規則

中⼼とした育
る地域が散⾒
採⽤の可否に
グループにて検

則  
される育成セン
ヤーの技術向

験者が参加す
る、⼩さなボー

ル競技規則
トボール⼤会
基づいて実施
ール競技規則
地区の育成セ
ル競技規則外
項等に明記し
分配慮する
専務理事の
る前年度まで
ル競技規則外

配慮すること
習環境等を

ないクラスを設

さ 

きさ 

イン 

ール競技規

則外の運⽤ 

育成センターや
⾒される。 
についての質問
検討を⾏った。

ンター事業等
向上を⽬的と

する、普及を
ールを使⽤す

則外の運⽤を
およびブロック

施することとし、
則外の運⽤が
センター事業
外の運⽤を実
し、事前に⼗
。 
了承や理事

でにあらかじめ
外の運⽤に伴
と。 
鑑み、普及的

設定するなど

ミニバスケ

- 1 - 

規則外の

や⼀部競技会

問が寄せられ
。 

等においては、
として、都道府

を主⽬的とした
する、得点の

をする際の対
ク⼤会、なら
、ミニバスケッ

ができる事業は
業とする。 
実施するにあた
⼗分な周知を

事会の承認を
め決定し、周
伴って、練習環

的な観点から
どの配慮を⾏

ケットボール競

260cm 

5 号球  

規定なし 

の運⽤に関

会等で、既に

れたことから、統

、ミニバスケッ
府県の実態

た競技会や
の設定を変更

対応 
らびに都道府
ットボール競技
は、都道府県

たっては、都道
を図り、競技会

をもって実施す
知することが

環境等の対

ら、競技会に
う。 

競技規則  

関するガイ

にミニバスケッ

統⼀した運⽤

トボール競技
に応じ、実施

イベント等に
更するなど、導

県予選にお
技規則外の
県内で完結す

道府県協会
会等に参加す

する。実施す
が望ましい。 

応ができない

にミニバスケッ

導⼊する

2

イドライン

トボール競技

⽤に向け、JB

技規則の次の
施要項等の定

においては、実
導⼊する規則

いては、ミニバ
の運⽤は⾏わ

する競技会、

会の承認を得
する競技者や

する事業につい

い場合も考慮

ットボール競技

ることができる

305cm 

6 号球  

6.75m 

2021/3/25 版

ン 

技規則と異な

BA U12 カテ

の項⽬につい
定めにより導

実態に応じて
則を変更して

バスケットボ
わない。 
、および都

た上で、導
や関係者に

いては、   

慮し、導⼊

技規則外の

る規則  

版 

な

テ

い

て 
て 

 



(4) 上記の
ることが

   ➢普及
 
3．ミニバス
(1) 事業の
・既存の⼀般
・競技会にお
る。（年齢

(2) 運⽤の
・ミニバスケッ
実施するた

・検証は、運
は別途連絡

・実施された
(3) リングの
・実施する際
・ただし、低
て⼯夫して

(4) ボール
・U15 男⼦
個々のプレ

・低学年児
 使⽤を含め
(5) 3 ポイ
・競技規則
 3 ポイント
・新たに 3 ポ
ドラインが

・その他、リン
と。 

 
＜3 ポイント
・5・6 年⽣
段階に応じ

・シュートフォ
しい考え⽅

 

の運⽤は、主
ができる。 
及的な観点か

スケットボール
の運営につい
般⽤コートの
おいて実施す

齢や学年、地
の検証につい
ットボール競技
ため、意⾒集
運営⾯や競技
絡） 
た事例に基づ
の⾼さについ
際は 305cm
学年児童や

てよい。 
の⼤きさにつ

⼦は 7 号球を
レーヤーの発達
童や未経験
めて、柔軟に

イントラインに
外の運⽤を
ラインを 6.7
ポイントライン

が交わったとこ
ングの位置や

トラインの運
であれば、⼗
じた適切な指
ォームについて

⽅を周知・浸透

主に 5 年⽣お

から、⼀律に

ル競技規則
いて 
のラインを使う
する際は、少な
地区による区分
いて 
技規則外の運

集約に協⼒い
技⾯、登録推

づいて検証し、
いて 
m とし、その他
や未経験者を

ついて 
を使⽤するが
達段階に差が

験者を対象と
に対応してよい
ついて 
実施する場合

75m 以外で
ンを引く場合、

ろまでとする。
やコートデザイ

⽤に関しての
⼗分に届く選⼿
指導が⾏われ
ては、シューテ
透させ、引き

 

および 6 年⽣

実施すること

則外の運⽤に

ことで準備の
なくとも同⼀
分など） 

運⽤を実施し
ただきたい。 

推進の観点や

、将来的に本

他の⾼さによ
を対象とした事

、競技規則外
があることから
した事業につ
いこととする。

合は 6.75m
で引くことはし

幅が狭いコー
。 
ンによる 3 ポ

の留意点＞ 
⼿が多いと推

れるよう周知す
ィングプロジェ

き続きワンハン

- 2 - 

⽣を対象とし

とではなく、対

に関するガイ

の⼿間を省くこ
⼀のクラスでは

した都道府県

や U15 カテ

本格的な導⼊

よる運⽤は⾏
事業について

外の運⽤を実
ら、6 号球で
ついては、バス
 

m で実施し、
しない。 
ートでは、サイ

ポイントラインの

推定するが、無
すること。 
ェクト等で正し
ンドショットを推

た、都道府県

対象事業を絞

イドライン 

ことなどにより
は、同⼀の競

県協会におい

テゴリーへの接

⼊の有無を含

⾏わない。 
は、260cm

実施する場合
実施すること

スケットボール以

全国で同⼀

イドラインにか

の設定の仕⽅

無理なフォー

しいメカニズム
推進する。 

県内で完結す

絞って実施す

、運営上の負
競技規則の下

いては、後⽇、

接続の影響な

含めた検討を

以下にする

合は、急激な
とで統⼀する
以外の競技

⼀の条件で実

かかるところは、

⽅については、

ムにならない

ムを伝えている

2

する事業につ

する。 

負担を軽減
下で実施でき

、導⼊に関す

などについて⾏

を⾏う。 

際の⾼さは実

な変化を避け
る。 

で使⽤するボ

実施して検証

、3 ポイントラ

、次⾴の図を

いよう、プレーヤ

るが、今後も指

2021/3/25 版

ついて実施す

する。 
きるようにす

する検証を

⾏う。（詳細

実態に応じ

けることと、

ボールの 

証する。 

ラインとサイ

を参照するこ

ヤーの発達

指導者に正

版 

す



3 ポイント
 

 

現⾏ミニ
ら半径 6

 

幅の狭い
ら半径 6
ろまで描く

 

トラインの引

【現⾏ミ

コートに追加
6.75m の円

【幅の狭

いコートに追加
6.75m の円
く。 

き⽅（例）

ミニコートに追

加する場合は
を描く 

狭いコートに追

加する場合は
を、サイドライ

） 

追加】 

、リングの中⼼

追加】 

は、リングの中
インと交差する

- 3 - 

 

⼼か リング
とフリ

 

⼼か
るとこ

移動
ポイン

【リング位置

グの位置が固
リースローライン

【移動式

動式のリングを
ントラインを描

が固定された

固定されている
ンを引き直す

式リングの⼀

を使⽤する場
描く。 

2

た⼀般⽤コー

る場合は、エ
す。 

般⽤コート】

場合は、エンド

2021/3/25 版

ート】 

エンドライン

】 

ドラインと 3

版 


